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反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

ご
み
減
量
は
地
球
温
暖
化
や
、

資
源
浪
費
、
大
気
汚
染
の
抑
制
や

防
止
に
向
け
た
緊
急
課
題
で
あ
る
。

　

有
料
化
の
減
量
効
果
は
同
時
に

行
う
施
策
に
よ
っ
て
継
続
性
や
成

果
が
異
な
り
、
安
易
な
導
入
は
長

期
的
な
減
量
効
果
を
損
な
う
。

　

市
の
減
量
施
策
は
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
欠
け
個
別
事
業
の
検
証
や
検

討
、
着
手
が
不
充
分
。
や
っ
と
来

春
か
ら
策
定
す
る
「
ご
み
処
理
基

本
計
画
」
で
は
、
広
範
な
市
民
参

加
と
、
脱
焼
却
・
脱
埋
立
・
ご
み

ゼ
ロ
に
向
け
た
意
欲
的
な
数
値
目

標
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
だ
。

く
、
ご
み
の
出
し
方
の
指
導
に
こ

そ
力
を
入
れ
る
べ
き
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

昨
年
度
の
小
金
井
市
の
住
民
一

人
当
た
り
の
一
日
の
ご
み
量
は
三

多
摩　

市
中
、
少
な
い
方
か
ら
５

２６

番
目
、
ご
み
の
資
源
化
率
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
有
料
化
し
な

く
て
も
ご
み
減
量
が
で
き
る
こ
と

を
小
金
井
市
自
ら
立
証
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
に
手
本
を
示
す
ほ
ど

に
努
力
し
て
い
る
市
民
に
有
料
化

を
押
し
付
け
、
三
多
摩
一
高
い
ご

み
袋
を
買
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と

は
容
認
で
き
な
い
。
不
法
投
棄
も

懸
念
さ
れ
る
な
か
、
有
料
化
で
な

賛
成
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

補
正
予
算
に
は
三
宅
村
民
の
帰

島
支
援
に
公
用
車　

台
寄
贈
。
地

１４

下
水
保
全
条
例
制
定
で
専
門
家
会

議
の
経
費
。
市
民
の
健
康
保
持
増

進
に
健
康
診
査
料
を
約
４
千
万
円

増
額
。
子
育
て
支
援
で
待
機
児
童

解
消
に
民
間
保
育
所
建
設
費
補
助

に
約
千　

万
円
。
生
活
保
護
費
１

２００

億
７
千
万
円
、
児
童
手
当
等
に
７

千
万
円
増
額
な
ど
で
市
民
生
活
に

大
影
響
の
予
算
で
す
。
反
対
す
る

野
党
議
員
は
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

の
街
づ
く
り
に
反
対
の
た
め
の
反

対
で
市
民
生
活
無
視
で
許
せ
な
い
。

流
用
判
決
で
も
有
用
と
判
断
。

三
に
市
長
は
決
算
年
度
中
に
リ
ー

ス
庁
舎
の
契
約
更
新
を
行
い
、

「　

年
間
の
仮
庁
舎
」
と
い
う
市

１０
民
と
の
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
。

「
５
年
間
更
新
」
と
い
う
新
た
な

約
束
も
貸
主
の
銀
行
に
は
「
終
了

し
な
い
」
と
表
明
す
る
ダ
ブ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
と
っ
て
い
る
。
よ

っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に

な
り
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大

綱
や
財
政
健
全
化
計
画
の
着
実
な

遂
行
に
よ
る
的
確
な
財
政
運
営
の

結
果
、
財
政
調
整
基
金
に
２
億
円

超
の
積
み
増
し
が
で
き
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
金
７
億
円
を
超
え
る
剰

余
金
を
生
み
出
し
た
実
績
は
大
い

に
評
価
で
き
る
。
経
常
収
支
比
率
、

人
件
費
比
率
、
公
債
費
比
率
な
ど

の
財
政
指
標
の
改
善
も
図
ら
れ
た
。

安
全
で
安
心
そ
し
て
快
適
な
市
民

生
活
の
向
上
、
ま
ち
づ
く
り
に
夢

を
託
し
た
決
算
で
あ
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

１５

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
、
自
衛
隊

の
素
早
い
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
小
金
井
市
で
は
自
衛
隊
、

迷
彩
服
を
見
る
だ
け
で
嫌
悪
感
を

持
つ
人
が
多
い
よ
う
に
思
う
が
、

自
衛
隊
と
の
緊
密
な
連
携
が
あ
っ

て
こ
そ
よ
り
素
早
い
対
応
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

市
長
は
現
地
に
行
か
れ
自
衛
隊

の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

自
衛
隊
と
の
緊
密
な
関
係
を
築
い

て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　

市
長　

現
地
の
協
力
を
得
な
く

て
も
自
衛
隊
は
す
べ
て
を
完
結
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
人
命
救

助
、
輸
送
・
捜
索
活
動
、
給
食
・

給
水
支
援
な
ど
す
べ
て
に
対
応
で

き
る
大
き
な
力
だ
と
思
っ
て
い
る
。

小
金
井
市
で
も
必
要
と
な
れ
ば
躊

躇
す
る
こ
と
な
く
派
遣
を
要
請
す

る
。
そ
の
為
に
も
日
頃
の
防
災
訓

練
は
精
力
的
に
や
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。
担
当
者
会
議
な
ど
に

も
出
席
し
て
頂
い
て
い
る
。
自
衛

隊
と
の
連
携
は
で
き
て
お
り
、
市

民
に
�
い
ざ
�
と
い
う
時
に
は
力

に
な
っ
て
頂
け
る
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
中
央
線
高
架
下
の
Ｊ

Ｒ
利
用
範
囲
は
武
蔵
小
金
井
駅
ホ

ー
ム
下
約　

ｍ
。
高
架
下
駐
輪
場

２２０

利
用
計
画
台
数
は
、
武
蔵
小
金
井

駅
４
千　

台
、
東
小
金
井
駅
３
千

６０

　

台
と
確
認
。
交
通
利
便
性
向
上

５０の
た
め
駐
輪
場
確
保
を
要
請
し
た
。

新
潟
県
中
越
地
震
で
の

自
衛
隊
活
動
の
教
訓

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

半
年
も
暫
定
予
算
に
な
り
市
民

に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
、
市
長
与

党
と
し
て
残
念
で
し
た
。

　
　

年
後
は
出
生
児
が
半
減
し
、

５０

　

年
後
の
日
本
人
口
は
６
千　

万

１００

５００

人
に
。
�
子
育
て
支
援
策
と
児
童

虐
待
防
止
策
は
。
�
ニ
ー
ト
の
若

者
が
昨
年　

万
、　

年
後
に
は　

５２

２０

１２０

万
人
。
当
市
の
若
年
層
個
人
市
民

税
支
払
者
数
や
生
活
保
護
受
給
者

数
は
。
市
職
員
の
採
用
状
況
は
。

�
子
供
の
教
育
と
支
援
策
は
。
�

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
と
避

難
訓
練
や
安
全
策
は
。
�
子
供
に

職
業
の
社
会
貢
献
理
解
の
取
組
は
。

�
教
員
の
質
向
上
対
策
は
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
保
育
所

待
機
児
は　

人
。
子
育
て
支
援
策

６６

は
来
年
度
中
に
提
示
。
児
童
虐
待

に
は
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

迅
速
に
対
応
。
�
新
々
の
び
ゆ
く

子
供
プ
ラ
ン
で
対
応
す
る
。

　

市
民
部
次
長　

�　

〜　

歳
の

２０

２９

個
人
市
民
税
納
税
義
務
者
は
２
万

人
で
納
税
者
は
約
１
万
人
で
す
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
同
年
層
の

生
活
保
護
受
給
者
は　

人
に
増
加
。

３１

　

職
員
課
長　

�
職
員
の
応
募
は

　

〜　

歳
で　

人
、
採
用
は　

人
。

２０

３４

２６８

２５

　

庶
務
課
長　

�
今
年
度
は
暫
定

予
算
で
中
止
、
平
成　

年
度
完
了
。

２０

　

指
導
室
長　

�
毎
月
一
回
実
施
。

�
小
学
は
社
会
科
で
中
学
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
�
研
修
を
実
施
。

少
子
化
と
若
者
ニ
ー
ト
化

で
子
供
の
教
育
と
支
援
は

小
尾
武
人
（
公
明
党
）

　

�
体
験
学
習
充
実
検
討
委
員
会

の
検
討
内
容
を
問
う
。

　

指
導
室
長　

平
成　

年
度
か
ら

１８

新
体
制
を
実
施
す
る
。
６
年
生
は

一
泊
増
や
し
て
、
３
泊
４
日
清
里

で
の
林
間
学
校
を
夏
季
休
業
中
に

実
施
す
る
。
５
年
生
は
２
泊
３
日

の
海
の
移
動
教
室
を
鵜
原
で
９
月

下
旬
〜　

月
下
旬
に
実
施
す
る
。

１０

　

�
実
施
へ
の
具
体
的
取
組
は
。

　

指
導
室
長　

移
行
措
置
と
し
て

　

年
度
は
、
５
年
生
、
６
年
生
と

１７も
に
２
泊
３
日
の
鵜
原
で
海
の
移

動
教
室
を
実
施
し
て
、　

年
度
と

１８

の
ダ
ブ
リ
を
回
避
す
る
。
そ
の
た

め
の
宿
泊
施
設
の
確
認
、
予
算
措

置
、
実
地
調
査
日
程
の
設
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

�
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

指
導
室
長　
　

年
１
月
に
３
泊

１７

４
日
の
新
体
制
に
つ
い
て
教
職
員

に
周
知
。
新
年
度
の
１
学
期
に
林

間
学
校
運
営
委
員
会
を
設
置
。
２

学
期
に
保
護
者
説
明
会
。
１
泊
増

の
ね
ら
い
、
教
育
効
果
、
新
た
に

ど
ん
な
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
る

か
、
各
校
で
十
分
説
明
し
、
保
護

者
の
理
解
を
得
る
。
秋
に
は
、
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
補
助
員

制
度
等
予
算
要
望
を
す
る
。

　

�
保
護
者
の
負
担
を
抑
制
す
る
、

教
職
員
に
過
重
な
負
担
と
責
任
が

か
か
ら
な
い
配
慮
が
必
要
だ
が
。

　

市
長　

十
分
検
討
す
る
。

市
立
小
学
校
宿
泊
体
験

学
習
の
新
た
な
展
開
を

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
は

　

年
以
上
前
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
対

２０策
を
市
に
追
求
し
て
き
た
。
�
マ

ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
の
補
助

を
。
�
共
用
部
分
の
税
の
減
免
を
。

�
耐
震
診
断
の
補
助
が
で
き
な
い

か
。
�
小
金
井
市
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
を
き

ち
ん
と
位
置
付
け
よ
。
�
相
談
窓

口
の
強
化
を
。

　

市
民
部
長　

�
マ
ン
シ
ョ
ン
の

大
規
模
修
繕
は
一
般
の
住
宅
と
同

じ
く
利
子
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。

　

市
民
部
次
長　

�
集
会
室
で
地

域
住
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の

は
「
町
会
集
会
所
に
係
る
固
定
資

産
税
減
免
取
扱
要
領
」
に
よ
り
減

免
の
対
象
に
な
る
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
住
宅

金
融
公
庫
の
融
資
の
中
で
耐
震
改

修
工
事
の
費
用
に
つ
い
て
は
補
助

の
対
象
に
し
て
い
る
。
�
次
回
、

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

の
際
に
は
、
問
題
点
の
ひ
と
つ
と

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
�

今
後
の
状
況
を
見
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
内
在
的
問
題
点

を
抱
え
て
い
る
の
で
、
都
の
施
策

等
を
含
め
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
「
市
税
徴
収
に
人
権

配
慮
を
」
及
び
「
小
金
井
市
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま

し
た
。

よ
り
良
い
マ
ン
シ
ョ
ン

ラ
イ
フ
の
た
め
に

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

第
一
に
、
７
億
円
の
黒
字
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
赤
字
債
で
約　
２０

億
円
の
借
金
を
し
て
お
り
健
全
財

政
と
は
言
え
な
い
。
第
二
に
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の

関
連
支
出
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　

反
対
の
第
１
の
理
由
は
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
と
削
減
目
標

数
値
が
で
き
て
い
な
い
。
第
２
の

理
由
は
、
ご
み
の
収
集
袋
料
金
は

多
摩
地
区
最
高
額
だ
が
、
ご
み
の

削
減
率
と
の
比
例
関
係
は
な
く
、

料
金
設
定
に
疑
問
。
第
３
の
理
由

は
、
ご
み
は
自
治
体
と
住
民
の
関

係
で
な
く
、
生
産
者
と
消
費
者
の

関
係
で
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。
第

４
の
理
由
は
、
低
所
得
者
へ
の
減

免
規
定
が
狭
い
。
第
５
の
理
由
は
、

不
法
投
棄
対
策
が
な
い
。
第
６
の

理
由
は
内
容
を
知
ら
な
い
人
が
多

く
、
説
明
不
足
で
あ
る
。

市
長
に
強
く
抗
議
し
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

本
補
正
予
算
の
内
容
は
、
わ
が

党
が
賛
成
で
き
る
も
の
が
多
々
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
補
正
予
算
に

反
対
す
る
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
、

市
長
の
議
会
無
視
の
提
案
姿
勢
で

あ
る
。

　

９
月
定
例
会
で　

人
の
議
員
が

２２

賛
成
し
た
「
議
会
多
数
と
関
係
者

の
理
解
を
得
る
ま
で
再
開
発
予
算

は
凍
結
す
る
」
付
帯
決
議
を
市
長

と
与
党
は
ふ
み
に
じ
り
、
予
算
を

執
行
し
た
。
ま
た
、
東
京
高
裁
で

市
長
は
地
方
自
治
法
違
反
の
予
算

流
用
を
行
っ
た
と
判
決
が
下
り
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１６

算
（
第
１
回
）

一般質問
※原稿は市長部局の答弁等
も含めて各議員が作成し
ております。

（２ページ～５ページ）

（会派の略称については７
ページをご参照ください。）

「
家
庭
ご
み
有
料
化
」
の
条
例


